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１０／１

１０／１

一一
関関
市市
がが
編編
入入
合合
併併

９
月
２６
日
、
岩
手
県
の
一
関
市

が
藤
沢
町
を
編
入
合
併
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
同
市
は
、
人
口
１２
万
８

５
７
１
人
、
面
積
１
２
５
６
・
２５

平
方
�
、
議
員
定
数
３７
人
（
定
数

特
例
）
と
な
っ
た
。

栃栃
木木
市市
がが
編編
入入
合合
併併

１０
月
１
日
、
栃
木
県
の
栃
木
市

が
西
方
町
を
編
入
合
併
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
同
市
は
、
人
口
１４
万
６

５
０
８
人
、
面
積
２
８
４
・
８３
平

方
�
、
議
員
定
数
３４
人
と
な
っ
た
。

出出
雲雲
市市
がが
編編
入入
合合
併併

１０
月
１
日
、
島
根
県
の
出
雲
市

が
斐
川
町
を
編
入
合
併
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
同
市
は
、
人
口
１７
万
５

５
０
７
人
、
面
積
６
２
４
・
１２
平

方
�
、
議
員
定
数
４０
人
（
定
数
特

例
）
と
な
っ
た
。

六
団
体
代
表
も
出
席

第
３０
次
地
方
制
度
調
査
会
の
専

門
小
委
員
会
は
９
月
１５
日
、
総
務

省
内
で
初
会
合
を
開
催
し
た
。
専

門
小
委
に
は
関
谷
博
・
本
会
会
長

ら
地
方
六
団
体
代
表
も
出
席
。
総

務
省
が
ま
と
め
た
自
治
法
の
一
部

改
正
案
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
過

去
の
地
制
調
で
は
、
専
門
小
委
を

有
識
者
で
構
成
し
議
論
を
重
ね
て

き
た
。
し
か
し
今
回
は
、
六
団
体

の
反
対
す
る
項
目
が
改
正
案
に
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
団
体

代
表
も
今
回
の
会
合
へ
出
席
し
、

各
団
体
の
意
見
を
述
べ
た
。
地
制

調
は
年
内
に
も
、
改
正
案
に
対
す

る
結
論
を
出
す
予
定
。

本
会
は
じ
め
六
団
体
が
、
特
に

反
対
・
慎
重
論
を
唱
え
る
項
目
が

「
条
例
制
定
・
改
廃
の
直
接
請
求

に
お
け
る
地
方
税
の
賦
課
徴
収
の

除
外
規
定
を
削
除
す
る
件
」
。
本

会
の
関
谷
会
長
も
専
門
小
委
の
場

で
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
慎
重

に
対
処
す
べ
き
と
訴
え
た
�
発
言

要
旨
は
左
掲
。
改
正
案
は
▽
地
方

議
会
の
会
期
▽
専
決
処
分
▽
「
解

散
・
解
職
の
請
求
に
必
要
な
署
名

数
要
件
の
緩
和
」
と
「
条
例
の
制

定
・
改
廃
の
請
求
対
象
の
拡
大
」

▽
大
規
模
な
公
の
施
設
に
係
る
住

民
投
票
制
度
―
―
で
構
成
。
「
地

方
議
会
の
会
期
」
で
は
条
例
に
よ

り
、
定
例
会
・
臨
時
会
の
区
分
を

設
け
ず
、
通
年
の
会
期
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
通
年
の
会
期
を
選
択
し

た
場
合
、
議
会
は
会
議
を
開
く
定

例
日
（
毎
月
１
日
以
上
）
を
条
例

で
制
定
。
ま
た
、
長
は
一
般
選
挙

後
３０
日
以
内
に
議
会
を
招
集
す
る

ほ
か
は
、
招
集
行
為
は
行
わ
な
い

こ
と
と
し
て
い
る
。

関関
谷谷
会会
長長
のの
発発
言言
要要
旨旨

【
議
会
制
度
関
係
】

議
会
制
度
に
関
す
る
「
臨
時
会

の
招
集
権
」
「
専
決
処
分
」
「
条

例
公
布
」
に
つ
い
て
は
昨
年
、
一

部
の
自
治
体
で
長
が
議
会
か
ら
の

臨
時
会
の
招
集
請
求
を
拒
否
し
、

不
当
に
専
決
処
分
を
繰
り
返
す
な

ど
、
明
ら
か
に
法
令
の
規
定
に
違

反
す
る
行
為
が
行
わ
れ
た
。

事
態
改
善
に
向
け
、
総
務
省
は

自
治
法
改
正
案
に
▽
議
長
等
が
臨

時
会
の
招
集
請
求
を
し
て
も
長
が

議
会
を
招
集
し
な
い
場
合
の
議
長

へ
の
招
集
権
付
与
▽
副
知
事
・
副

市
町
村
長
選
任
の
専
決
処
分
対
象

か
ら
の
除
外
▽
条
例
・
予
算
の
専

決
処
分
に
つ
い
て
議
会
が
不
承
認

と
し
た
場
合
の
長
へ
の
条
例
改
正

案
・
補
正
予
算
の
提
出
義
務
付
け

―
―
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
と

承
知
し
て
い
る
。
条
例
公
布
に
つ

い
て
も
、
一
部
自
治
体
で
条
例
の

送
付
を
受
け
た
日
か
ら
２０
日
以
内

に
長
が
公
布
し
な
い
事
例
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
取
り
上
げ
ら
れ
た

も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
早
急
な

法
改
正
が
必
要
と
考
え
る
。

【
そ
の
他
の
事
項
】

ま
ず
、
条
例
制
定
・
改
廃
の
直

接
請
求
に
お
け
る
地
方
税
の
賦
課

徴
収
の
除
外
規
定
を
削
除
す
る
件

に
つ
い
て
。
近
年
、
選
挙
に
勝
つ

こ
と
の
み
を
目
的
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
的
に
減
税
を
掲
げ
、
支
持
を
得

よ
う
と
す
る
勢
力
が
現
に
出
現
し

て
い
る
。
理
念
は
別
に
し
現
時
点

に
お
い
て
は
、
こ
の
問
題
へ
慎
重

に
対
処
す
べ
き
と
考
え
る
。

次
に
、
一
部
事
務
組
合
・
広
域

連
合
等
か
ら
の
脱
退
手
続
き
の
簡

素
化
に
つ
い
て
。
一
部
事
務
組
合

に
は
例
え
ば
ゴ
ミ
焼
却
場
な
ど
、

構
成
団
体
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ

ン
ス
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
が
多

く
あ
る
。
構
成
団
体
の
一
部
が
安

易
に
脱
退
す
る
と
、
そ
の
後
の
運

営
に
支
障
が
生
ず
る
懸
念
が
あ
る

た
め
、
手
続
き
の
簡
素
化
は
慎
重

に
対
処
す
べ
き
と
考
え
る
。

１０月５日現在の都市数
８０９団体

うち
指定都市 １９市
中核市 ４１市
特例市 ４０市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1810号１０月５日平成23年
（2011年）

地地制制調調のの専専門門小小委委でで
自自治治法法改改正正論論議議開開始始

左から２人目が本会の関谷会長
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本
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、
全
国
８

０
９
市
（
東

京
２３
特

別

区

を

含

む
）
を
対
象
と
し
た
「
市
議
会
の

活
動
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
」

を
ま
と
め
た
。
調
査
期
間
は
平
成

２２
年
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
。

本
紙
で
は
、
調
査
結
果
の
概
要

を
今
号
と
次
号
の
２
回
に
分
け
て

掲
載
す
る
。
（
調
査
結
果
は
、
８

月
中
に
全
市
議
会
に
送
付
済
み
。

ま
た
、
調
査
結
果
は
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
済
み
）
。

定定
例例
会会
のの
平平
均均
会会
期期

日日
数数
・・
本本
会会
議議
日日
数数

本
調
査
で
は
、
全
国
８
０
９
市

を
人
口
段
階
別
に
「
５
万
未
満
」

「
５
〜
１０
万
未
満
」
「
２０
〜
３０
万

未
満
」
「
３０
〜
４０
未
満
」
「
４０
〜

５０
未
満
」
「
５０
万
以
上
」
「
指
定

都
市
」
に
区
分
し
、
ま
と
め
て
い

る
。
第
１
回
定
例
会
の
「
会
期
日

数
」
は
全
市
平
均
２４
・
３
日
、「
会

議
日
数
」
は
５
・
９
日
。
第
２
回

定
例
会
は
「
会
期
日
数
」
１７
・
４

日
、
「
会
議
日
数
」
５
・
０
日
。

第
３
回
定
例
会
は
「
会
期
日
数
」

２３
・
２
日
、
「
会
議
日
数
」
５
・

３
日
。
第
４
回
定
例
会
は
「
会
期

日
数
」
１７
・
５
日
、
「
会
議
日
数
」

５
・
１
日
と
な
っ
た
。
ま
た
、
年

間
延
べ
日
数
は
全
市
平
均
で
「
会

期
日
数
」
８２
・
１
日
、
「
会
議
日

数
」
２１
・
３
日
と
な
っ
た
�
表
�
。

こ
の
ほ
か
臨
時
会
の
開
催
状
況

で
は
、
「
市
長
招
集
臨
時
会
」
が

６
６
８
市
（
８２
・
６
％
）
で

開

催
。

「
会
期
日
数
」
は
２
・
８
日
、
「
会

議
日
数
」
２
・
４
日
と
な
っ
た
ほ

か
、
「
議
長
請
求
臨
時
会
」
は
５６

市
（
６
・
９
％
）
が
開
催
。
「
会

期
日
数
」
は
１
・
６
日
、
「
会
議

日
数
」
は
１
・
４
日
。
「
議
員
請

求
臨
時
会
」
は
２７
市
（
３
・
３
％
）

が
開
催
。
「
会
期
日
数
」
は
１
・

６
日
、
「
会
議
日
数
」
は
１
・
３

日
と
な
っ
た
。

常常
任任
委委
員員
会会
のの

活活
動動
状状
況況

常
任
委
員
会
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
本
調
査
で
は
、
ま
ず
各
市
の

「
条
例
で
定
め
た
常
任
委
員
会
の

数
」
を
把
握
す
る
と
と
も
に
「
実

際
に
開
催
し
た
常
任
委
員
会
の

数
」
に
つ
い
て
も
調
べ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
条
例
で
定

め
た
常
任
委
員
会
の
数
」
は
３
委

員
会
を
設
置
し
て
い
る
市
が
最
多

の
３
８
２
市
で
全
体
の
４７
・
２
％

と
な
り
、
次
い
で
４
委
員
会
設
置

の
３
１
１
市
で
３８
・
４
％
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
「
実
際
に
活
動
し
た
常

任
委
員
会
」
の
状
況
が
表
�
。「
３

委
員
会
」
が
３
８
０
市
（
４７
・
０

％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
４

委

員

会
」
３
１
１
市
（
３８
・
４

％
）
、
「
２
委
員
会
」
５４
市
（
６

・
７
％
）
、
「
５
委
員
会
」
３６
市

（
４
・
４
％
）
の
順
で
あ
る
。

な
お
、
全
国
平
均
の
委
員
会
数

は
３
・
５
委
員
会
。
人
口
段
階
別

に
み
る
と
、
指
定
都
市
の
「
５
・
７

委
員
会
」を
筆
頭
に
人
口
が
多
く

な
る
に
つ
れ
、
常
任
委
員
会
の
開

催
数
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

１１
常常
任任
委委
員員
会会
ああ
たた
りり
のの

活活
動動
状状
況況
（（
平平
均均
））

平
成
２２
年
中
の
「
１
常
任
委
員

会
あ
た
り
の
活
動
状
況
（
平
均
）
」

は
左
上
表
�
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
開
催
日
数
は
「
会
期
中
」

で
は
全
市
平
均
６
・
４
日
。
「
閉

会
中
」
で
は
２
・
４
日
。

「
会
期
中
」
「
閉
会
中
」
を
合
わ

せ
た
「
全
開
催
日
数
」
は
８
・
８

日
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
「
市
外
視
察
回
数
」

は
全
市
平
均
で
１
・
０
回
、
同
じ

く
「
市
外
行
政
視
察
日
数
」
は
全

市
平
均
で
は
２
・
５
日
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
、
「
年
間

活
動
日
数
」
は
１１
・
３
日
と
な
っ

た
。

【
３
面
へ
続
く
】

本会調査

市市
議議
会会
活活
動動
のの
実実
態態
まま
とと
めめ
るる

２２
年
中
の
会
議
、委
員
会
の
開
催
状
況

表② 実際に開催した常任委員会の数

表① 定例会の平均会期日数・平均本会議日数

第１８１０号 平成２３年１０月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



１１
特特
別別
委委
員員
会会
ああ
たた
りり

のの
活活
動動
状状
況況
（（
平平
均均
））

次
に
、
特
別
委
員
会
の
活
動
状

況
で
あ
る
。

ま
ず
、
平
成
２２
年
中
の
「
実
際

に
開
催
し
た
特
別
委
員
会
の
数
」

は
「
２
委
員
会
」
が
１
５
６
市
（
１９

・
３
％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で

「
４
委
員
会
」
が
１
５
１
市
（
１８

・
７
％
）
、
「
３
委
員
会
」
が
１

５
０
市
（
１８
・
５
％
）
、
「
５
委

員

会
」
が
１
１
１
市
（
１３
・
７

％
）
、
「
１
委
員
会
」
が
８２
市
（
１０

・
１
％
）
の
順
と
な
っ
た
。

次
に
、
「
１
特
別
委
員
会
あ
た

り
の
活
動
状
況
（
平
均
）
」
は
表

�
の
と
お
り
。
「
会
期
中
開
催
日

数
」
が
２
・
８
日
、
「
閉
会
中
開

催
日
数
」
２
・
８
日
。
こ
れ
ら
を

合
わ
せ
た
「
全
開
催
日
数
」
は
５

・
６
日
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
２２
年
中
の
「
市
外
行

政
視
察
回
数
」
は
０
・
３
回
、「
市

外
行
政
視
察
日
数
」
は
０
・
６
日

で
、
す
べ
て
の
活
動
日
数
を
合
わ

せ
た
「
年
間
活
動
日
数
（
平
均
）
」

は
６
・
２
日
と
な
っ
た
。

ま
た
、
特
別
委
員
会
の
活
動
状

況
の
う
ち
、
平
成
２２
年
中
の
「
予

算
審
査
特
別
委
員
会
」
設
置
市
は

全
市
の
う
ち
３
９
０
市
（
４８
・
２

％
）
、
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

設

置

市

は
６
２
４
市
（
７７
・
１

％
）
と
な
っ
た
。

議議
員員
提提
出出
にに
よよ
るる

議議
案案

議
員
発
議
に
よ
り
提
出
さ
れ
た

２２
年
中
の
「
議
案
総
件
数
」
は
１

万
１
１
５
７
件
で
１
市
あ
た
り
１３

・
８
件
に
及
ん
で
い
る
。

こ
の
「
議
案
」
を
内
訳
別
で
見

て
み
る
と
、
「
意
見
書
案
」
が
最

も
多
く
７
７
５
３
件
で
全
体
の
６９

・
５
％
を
占
め
た
。
次
い
で
「
そ

の
他
の
議
案
」
（
１１
・
８
％
）
、

「
条
例
案
」
１
２
８
５
件
（
１１
・

５
％
）
、
「
決
議
案
」
６
６
８
件

（
６
・
０
％
）
、
「
規
則
案
」
１

３
０
件
（
１
・
２
％
）
の
順
と
な

っ
て
い
る
�
表
�
。

ち
な
み
に
、
前
年
（
２１
年
中
）

と
の
対
比
を
見
る
と
「
議
案
総
件

数
」
で
は
前
年
よ
り
７
６
８
件
少

な
く
、
内
訳
別
に
見
る
と
、
「
条

例
案
」
は
９
件
減
少
、
「
規
則
案
」

は
３３
件
減
少
、
「
意
見
書
案
」
で

は
１
２
３
６
件
増
加
す
る
な
ど
ば

ら
つ
き
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
１

万
１
１
５
７
件
の
議
決
態
様
別
件

数
に
つ
い
て
は
、
「
原
案
可
決
」

が
９
６
８
７
件
で
全
体
の
８６
・
８

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
否
決
」

１
３
０
６
件
（
１１
・
７
％
）
、
「
審

議
未
了
・
撤
回
・
そ
の
他
」
８２
件

（
０
・
７
％
）
、
「
継
続
審
査
」
４９

件
（
０
・
４
％
）
な
ど
と
な
っ
た
。

【
訂
正
と
お
詫
び
】

本
紙
９
月
２５
日
付
第
１
８
０
９

号
３
面
の
「
議
会
人
事
」
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
議
長
欄
に
あ
る

「
▽
松
坂

野
口

正
」
は
「
▽

松
阪

野
口

正
」
、
副
議
長
欄

に
あ
る
「
▽
松
坂

大
久
保
陽

一
」
は
「
▽
松
阪

大
久
保
陽
一
」

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
す
る
と
と

も
に
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
２
面
か
ら
続
く
】

表③ １常任委員会あたりの活動状況（平均）

表⑤ 議員提出による議案別件数

表④ １特別委員会あたりの活動状況（平均）

１１－Ｔ－０３９４５ ２０１１年８月作成

※詳しくは、平成２３年８月２４日付で市議会事務局に送付済み
のパンフレットをご覧下さい。
〈問合先〉全国市議会議長会 総務部 �０３―３２６２―５２３３
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イ
チ
ゴ
栽
培
で
被
災
者
支
援

農農
家家
のの
受受
入入
れれ
開開
始始

３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
、
東
北
地
方
を
は

じ
め
と
す
る
太
平
洋
沿
岸
地
域

は
、
特
に
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
北
海
道
伊
達
市
の
姉
妹

わ
た
り

都
市
で
あ
る
宮
城
県
亘
理
町
も
、

そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

震
災
前
ま
で
は
東
北
随
一
、
イ

チ
ゴ
農
業
が
盛
ん
だ
っ
た
亘
理

町
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
津
波
の
影
響
で
、
地
下
水
の

海
水
化
や
農
地
の
塩
害
な
ど
が
発

生
。
砂
地
を
利
用
す
る
亘
理
町
の

イ
チ
ゴ
栽
培
で
は
、
多
く
の
栽
培

設
備
が
海
岸
近
く
に
存
在
し
た
た

め
、
特
に
著
し
い
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

伊
達
市
で
は
亘
理
町
の
現
状
を

見
か
ね
て
、
震
災
に
よ
り
被
災
し

た
イ
チ
ゴ
農
家
の
受
入
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
伊
達
市
に
隣
接
す

る
豊
浦
町
は
、
伊
達
市
と
類
似
し

た
気
候
の
な
か
イ
チ
ゴ
栽
培
が
盛

ん
で
す
。
伊
達
市
は
イ
チ
ゴ
栽
培

に
よ
り
、
亘
理
町
の
被
災
者
に
対

し
、
支
援
で
き
る
可
能
性
を
見
い

出
し
た
の
で
し
た
。

二二
重重
ロロ
ーー
ンン
にに
配配
慮慮

伊
達
市
で
は
、
亘
理
町
の
イ
チ

ゴ
農
家
の
人
た
ち
に
就
農
面
と
生

活
面
の
両
面
か
ら
、
支
援
を
行
う

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
就
農
面

で
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
市
で
設

置
し
、
対
象
者
へ
貸
付
け
ま
す
。

イ
チ
ゴ
栽
培
に
必
要
な
設
備
も
、

市
が
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
生
活
面
で
は
、
民
間
事
業
者

の
社
宅
を
住
宅
と
し
て
市
が
借
り

上
げ
、
３
年
間
に
わ
た
り
無
償
で

対
象
者
へ
貸
付
け
ま
す
。
生
活
に

必
要
と
な
る
主
要
な
家
電
製
品
な

ど
も
、
市
内
の
量
販
店
が
寄
贈
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

伊
達
市
が
就
農
・
生
活
両
面
で

支
援
す
る
背
景
に
は
、
被
災
農
家

の
二
重
ロ
ー
ン
問
題
が
あ
り
ま

す
。
震
災
前
、
住
宅
や
農
機
具
購

入
に
あ
た
り
、
ロ
ー
ン
を
組
ん
で

い
た
亘
理
町
の
被
災
農
家
は
新
天

地
で
新
た
に
設
備
投
資
す
る
と
、

借
金
に
借
金
を
重
ね
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
伊
達
市
の
取
り
組
み

は
、
被
災
者
の
経
済
的
な
生
活
再

建
に
も
十
分
配
慮
し
て
い
ま
す
。

伊
達
市
の
支
援
策
を
受
け
現

在
、
亘
理
町
か
ら
６
世
帯
が
移
り

住
ん
で
き
ま
し
た
。
亘
理
町
か
ら

移
り
住
ん
だ
被
災
農
家
は
、
伊
達

市
の
環
境
に
適
し
た
イ
チ
ゴ
の
品

種
・
栽
培
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

生
産
技
術
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

イ
チ
ゴ
の
栽
培
方
法
が
確
立
す
れ

ば
、
伊
達
市
の
新
た
な
主
要
農
作

物
が
生
ま
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
イ

チ
ゴ
栽
培
の
プ
ロ
か
ら
生
産
技
術

の
教
え
を
乞
う
側
面
も
有
し
、
相

互
扶
助
の
関
係
が
成
立
し
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

伊
達
市
と
亘
理
町
の
絆
は
、
１

８
７
０
年
に
亘
理
伊
達
家
の
領
主

と
家
臣
団
が
集
団
で
伊
達
市
に
移

住
、
開
拓
し
て
き
た
こ
と
に
由
来

し
ま
す
。
１
４
０
年
近
く
経
っ
た

現
在
で
も
友
好
関
係
は
続
い
て
お

り
、
１
９
８
１
年
に
は
「
ふ
る
さ

と
姉
妹
都
市
」
の
提
携
を
結
ん
で

い
ま
す
。
歴
史
的
に
深
い
結
び
つ

き
が
あ
る
亘
理
町
へ
、
支
援
し
た

い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
立
ち
上

が
っ
た
今
回
の
支
援
策
。
善
意
が

実
を
結
び
、
イ
チ
ゴ
も
実
を
結
ぶ

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

伊
達
市
の
姉
妹
都
市
は
亘
理
町

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
城
県

の
山
元
町
と
柴
田
町
、
福
島
県
の

新
地
町
も
姉
妹
都
市
。
そ
し
て
、

こ
の
３
町
も
震
災
で
被
災
し
た
地

域
に
該
当
し
ま
す
。
そ
こ
で
伊
達

市
で
は
４
町
の
復
興
に
少
し
で
も

役
立
と
う
と
、
支
援
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
４

町
の
特
産
品
を
取
り
揃
え
販
売
す

る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
は
、
特
産
品
の
売
上

金
額
１０
％
を
支
援
金
と
し
て
、
４

町
へ
配
分
す
る
仕
組
み
。
主
催
す

る
商
工
会
議
所
は
開
催
方
法
に
も

工
夫
を
凝
ら
し
、
購
入
金
額
と
同

額
程
度
の
飲
食
券
を
贈
呈
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
飲
食
券
の
原
資

は
伊
達
市
が
予
算
措
置
。
今
年
開

催
し
た
３
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
盛

会
裡
に
終
了
し
て
い
ま
す
。

市市 政政

ニニュューースス

東日本大震災

相相
互互
扶扶
助助
のの
心心
でで

姉姉
妹妹
都都
市市
をを
救救
うう
伊達市（北海道）

相
互
扶
助
の
心
で

姉
妹
都
市
を
救
う

イイチチゴゴははババララ科科のの多多年年草草。。栽栽培培ににああたたっっててはは余余計計ななラランンナナーー（（つつるる））
をを剪剪定定しし養養分分のの分分散散をを避避けけるる必必要要ががああるる。。写写真真でではは亘亘理理町町かからら伊伊達達市市
へへ世世帯帯でで移移りり住住んんだだイイチチゴゴ農農家家のの女女性性ががラランンナナーーをを根根本本かからら間間引引いいてて
いいるる。。女女性性曰曰くく伊伊達達市市へへ移移りり住住むむままでで自自身身はは、、イイチチゴゴ栽栽培培にに携携わわっったた
経経験験ががななかかっったたとといいうう。。震震災災はは多多くくのの人人々々のの生生活活にに影影響響をを及及ぼぼししたた。。

買
い
物
客
で
賑
わ
い
大
盛
況
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